
ジョセフ・ディオリオ　さん
　「大洲の人は優しい」と話
すアメリカ出身の28歳。

　

私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
生
ま
れ
た

後
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
移
り
25
年
間
過
ご

し
ま
し
た
。
タ
ン
パ
の
サ
ウ
ス
フ
ロ
リ

ダ
大
学
を
卒
業
後
は
、
婚
約
者
と
テ
ネ

シ
ー
州
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
３
年
間

小
学
校
の
教
師
と
し
て
働
い
た
後
、
昨

年
12
月
に
愛
媛
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
で
２
度
目
の
来
日
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ロ
リ
ダ
に
は
、
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
番
有
名
な

の
は
、
オ
ー
ラ
ン
ド
と
マ
イ
ア
ミ
で
し

ょ
う
。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
フ
ロ
リ
ダ
な
ど
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
や
美
し

い
ビ
ー
チ
も
あ
り
ま
す
。
私
の
お
気
に

入
り
は
、
フ
ロ
リ
ダ
湾
の
ク
リ
ア
ウ
ォ

ー
タ
ー
ビ
ー
チ
で
す
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
エ
ル

ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
、
ウ
イ
ス
キ
ー

が
好
き
な
ら
テ
ネ
シ
ー
州
を
お
薦
め
し

ま
す
。
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
や
メ
ン
フ
ィ
ス

が
有
名
な
都
市
で
す
が
、
農
業
や
狩
猟

が
一
般
的
な
産
業
で
、
ほ
と
ん
ど
が
地

方
都
市
で
す
。

　

日
本
に
来
る
前
は
、
大
洲
市
の
こ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
景
色
は
と

て
も
美
し
く
、
み
ん
な
と
て
も
親
切
で

す
。
愛
媛
で
英
語
を
教
え
る
機
会
に
恵

ま
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
し
、
大

洲
に
赴
任
し
た
こ
と
は
幸
運
だ
と
思
い

ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
移
住
し
て
も
い

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
度
、
ア
メ
リ

カ
の
家
族
や
友
人
に
、
大
洲
市
を
紹
介

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

クリアウォータービーチ

ナッシュビル

文化財
汗
あせ

生
ぶ

城跡
大洲市指定史跡
個人所有

　本城跡は、肱川中流域にあたる肱川町宇和川
の汗生地区にあります。肱川に面し、左岸に続
く山並みの中腹に築かれ、標高は約150ｍです。
肱川町中居谷に所在する橘城跡（市史跡）の支
城にあたり、冨永氏が居城していました。天

て ん
正
しょう

8 ～ 9 年（1580～81）、土佐の長
ちょう

宗
そ

我
か

部
べ

氏の侵攻
によって落城したとされます。
　本城跡は、南から北へ伸びる尾根筋に沿って
連なる 6 つの曲

く る

輪
わ

と、大規模な堀
ほ り き り

切とで構成さ
れています。本丸は、最も南側の曲輪で、東西
約34ｍ、南北約38ｍの方形状になり、本城跡で
は最大の曲輪です。この南側には、馬てい形を
した土

ど
塁
る い

状の防御設備が備えられ、敵の侵入を
かたく拒んでいます。本城跡は、周辺の城郭と
比較して規模が大きく、また、全体的に当時の
形状をよく保っていて、この地域の中世城郭の
様相を知るうえでとても重要です。

（昭和37年11月 3 日指定）

野　鳥
キガシラセキレイ
（黄頭鶺鴒）
スズメ目　セキレイ科
全長　16.5㎝

　広く中央アジアで繁殖してインドシナ、中国
南部で越冬するセキレイの仲間です。ほかのセ
キレイ同様に尾羽を上下に振るのが一番の特徴
で、頭からお腹にかけて黄色が際立ち、間違う
ことはありません。
　日本では、まれな旅鳥で、南西諸島や日本海
側の離島で観察されますが、2009年 5 月、大洲
市内の小川で県内で初めて撮影されました。発
見から数日の滞在でしたが、疲れた体を癒やす
のに十分な休養が出来たのか、繁殖地に向かっ
ていきました。
　科学の発達した現代において、風の影響でコ
ースを外れても、一億数千万年かけて培った帰
巣本能が働く野鳥たちと、何かに頼らなければ
目的地に行けない私たちとの差は、一体どこに
あるのでしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

汗生城跡 縄張図
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シリーズＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
大洲のみなさん、はじめまして



　ゴールデンウィークの予定は決まりましたか。各
地でさまざまなイベントが開催されるこの時期、冨

とみ

士
す

山
やま

では約 6 万3,000本のツツジが咲き誇ります。
　「えひめ森林浴88ヵ所」にも指定されている冨士山
には、子どもが遊べる「ちびっこ広場」や整備され
た遊歩道で散策を楽しむことができます。ゴールデ
ンウィーク中に、マイカーで山頂に行くには駐車場
整理料金が必要ですが、無料送迎バスもありますの
で、ぜひご利用ください。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　五郎河川敷の約 7 ヘクタールの菜の花畑には、菜
の花が何本あるでしょうか。

①　約100万本
②　約250万本
③　約350万本

正解…③

解説…五郎河川敷の菜の花は、「五郎花を愛する会」
のみなさんが育てています。毎
年、「五郎菜の花まつり」が開催
され、市内外からたくさんの人
がおとずれます。「ハコモノは一
度来たら終わりだが、花は毎年
見に来てもらえる」と聞いたこ
とがあります。
　来年も大洲の菜の花畑におと
ずれた人の笑顔の花が咲くこと
を待ちわびるばかりです。

【今月のクイズ】
　冨士山には、約2,000年前に
運ばれてきたといわれる神秘
的な座禅石があります。その
石の名称は何でしょう。

①　メンヒル
②　ドルメン
③　ドンビ岩

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 6 月号に掲載します。

　

通
信
販
売
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

～
１
回
限
り
の
購
入
の
つ
も
り
が
、
実
は
定
期
購
入
だ
っ
た
～

　

注
文
後
、
定
期
購
入
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
が
、
途
中
解
約
で
き
な
い
と

い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事　

例
】

　

健
康
食
品
に
興
味
の
あ
る
Ａ
さ
ん

が
、「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
初
回
購
入
金
額

５
４
０
円
」
の
広
告
を
携
帯
電
話
で
見

つ
け
「
す
ご
く
健
康
に
良
さ
そ
う
。
安

い
か
ら
注
文
し
よ
う
か
し
ら
」
と
早
速

注
文
し
ま
し
た
。
後
日
、
商
品
が
届
い

て
服
用
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
さ
ん
は
体
調

不
良
を
感
じ
「
体
に
合
わ
な
い
し
、
飲

ま
な
い
で
お
こ
う
。
で
も
、
５
４
０
円

で
安
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
」
と
、
服

用
を
止
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
翌
月
、
同
じ
商
品
が
再
び

届
き
、
８
０
０
０
円
を
請
求
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、明
細
書
を
よ
く
見
る
と
、

３
回
の
定
期
購
入
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
大
急
ぎ

で
販
売
者
へ
連
絡
し
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
「
試
し
に
買
っ
た
だ
け
で
、

体
調
不
良
に
な
る
し
、
解
約
し
ま

す
」

販
売
者
「
購
入
画
面
に
定
期
購
入

が
条
件
と
明
記
し
て
い
ま
す
の
で
、

解
約
で
き
ま
せ
ん
」

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

こ
の
よ
う
な
事
例
で
、
購
入
サ
イ
ト

に
定
期
購
入
と
分
か
る
表
記
が
正
確
か

つ
明
瞭
で
あ
る
場
合
、
残
念
な
が
ら
消

費
者
の
見
落
と
し
で
、
当
然
、
途
中
解

約
で
き
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
安
い
か

ら
と
急
い
で
注
文
せ
ず
、
記
載
内
容
を

確
認
し
て
、
十
分
に
検
討
し
て
か
ら
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
個
別
の
事
情
に
よ
り
、
解
決

方
法
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
・
受
付
時
間
】

大
洲
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
㉔
１
７
９
０

平
日　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

消費者庁イラスト集より

定期コースでの
購入に限る

7 広報大洲 2017年５月号

シリーズ大洲市消費生活相談窓口通信



平成29年度　大洲市職員人事異動
市職員221人が 4月 1日付で異動

佐
野　

友と
も
ひ
こ彦

（
市
立
大
洲
病
院
）

菊
池　

正ま
さ

美み

（
市
立
大
洲
病
院
）

思お
も

田だ

ひ
か
り

（
市
立
大
洲
病
院
）

中
岡　

南み
な

美み

（
市
立
大
洲
病
院
）

小こ

清し

水み
ず

文あ
や

那な

（
市
立
大
洲
病
院
）

久
保　

奈な

み巳

（
市
立
大
洲
病
院
）

大
森　

千ち

華か

（
市
立
大
洲
病
院
）

須
内　

裕ゆ

加か

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

髙た
か

藤ふ
じ

香か

な

こ
奈
子

（
徳
森
保
育
所
）

菊
池
し
お
り

（
肱
北
保
育
所
）

松
岡
佐さ

や

か
也
加

（
大
洲
保
育
所
）

新あ
ら

穗ほ　

里り

さ沙

（
菅
田
保
育
所
）

德
本
美み

さ

き
沙
輝

（
社
会
福
祉
課
）

菊
池
早さ

き

こ
希
子

（
社
会
福
祉
課
）

久
保　

智と
も

絵え

（
都
市
整
備
課
）

兵
頭　

宏ひ
ろ

基き

（
税
務
課
）

西
岡　

貴た
か
ふ
み史

（
企
画
政
策
課
）

城
戸　

愛あ
い

香か

（
教
育
総
務
課
）

播は
り

田た　

宜の
り

子こ

（
高
齢
福
祉
課
）

土
居　

卓た
く

也や

（
商
工
産
業
課
）

新規採用（20人）

人事異動の基本方針
　今年度の人事異動にあたっては、市民の安全安
心な暮らしを確保し、活力ある地域づくりを推進
するため、執行体制の再編を行いました。また、
職場の活性化を図るため長期勤務（概ね 4 年以
上）となる職員を可能な限り異動を実施するとと
もに、女性職員の積極的登用を図り、適材適所の
人事配置に努めました。

1 　主要な事務事業推進のための人事配置
▽ 総合政策部に「地域活力課」を設置し、「元気

と活力の維持・向上」を図るとともに、地域の
活性化施策に取り組みます。

▽ 企画政策課内に設置している政策秘書室を廃止
し、当課直下の係制とすることで効率性の向上
を図ります。

▽ 社会福祉課内に「障がい者基幹相談支援センタ
ー」を設置するとともに、専門職員を増員配置
し、障がいのある人やその家族などが抱えてい
る不安や課題を共有し、共に解決するための支
援を行います。

▽ 農林水産課の課内室として「水産室」を設置し、
水産業のさらなる振興に向け、効果的かつ効率
的な業務執行が可能となるよう組織体制を整え
ます。

▽ 保健センターに女性課長補佐（保健師）を増員
配置するとともに、各部署に女性係長を配置す
るなど、女性職員の管理職および係長級以上へ
の積極的な登用を行います。

▽ えひめ国体の成功に向け、組織体制を整えると
ともに、関係部署との連携をさらに推進します。

▽ 愛媛県との相互人事交流を継続し、農林水産課
に農商工連携推進担当の県職員 1 人を受け入れ
るとともに、県原子力安全対策課へ職員 1 人を
派遣します。

▽ 本市の施策に係る情報の収集、発信などのた
め、引き続き愛媛県東京事務所へ職員を派遣し
ます。

▽ 再任用制度を運用し、本年は退職職員37人の内、
部長級職員を含め20人を再任用します。

2 　異動総数
▽異動総数　　　221人　（昨年度　269人）
▽異動率　　　   31．0％　（昨年度　37.7%）

8広報大洲 2017年５月号

おおずニュース



新たに地域おこし協力隊が着任しました
　河辺地域と戒川地区を中心に活動を行う地域おこし協力隊が、 4 月から新たに 2 人着任しました。
　着任にあたり、 4 月 3 日㈪に市長より委嘱状が交付されました。

小　泉　信
しん

　二
じ

さん（河辺支所地域振興課）

活動内容
▽河辺の未来を考える会での企画・運営などの活動
▽ふるさとの宿での営業、情報発信、観光・特産品販売拠点整備などの活動

「みなさんに早くとけこみ、少し
でも地域発展の役に立ちたい」

「定住に向けて、まずは地域に
なじむことを心がけたい」

猪
いの

　口
くち

　智
さと

　史
し

さん（農林水産課）

活動内容
▽樫谷棚田保存会で米の栽培、棚田オーナー制度の運営、イベントの活動支援
▽戒川地区の地域活性化活動支援
▽ 6 次産業化支援など地域活性化につながる活動

地
域
を
守
る
た
め
に
　
～
大
洲
市
消
防
団
入
団
式
～

　

平
成
29
年
度
大
洲
市
消
防
団
入
団
式

が
４
月
６
日
㈭
、
市
役
所
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
団
式
に
は
、
今
年
度
入
団
す
る
25

人
を
代
表
し
て
和
氣
敏と
し

典の
り

さ
ん
（
新
谷

分
団
）
に
中
川
一い
ち

夫お

消
防
団
長
か
ら
辞

令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
は
、「
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
最
前
線
の
消
防
団
員
と
し
て

訓
練
に
励
み
、
地
域
の
安
心
安
全
の
要

と
な
る
よ
う
、
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
川
消
防
団
長
か
ら
は
「
今

日
か
ら
地
域
の
消
防
団
の
先
輩
や
消
防

署
員
の
指
導
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓

練
を
通
し
て
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前

の
消
防
団
員
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
自
分
を
見
失

う
こ
と
な
く
、
住
民
の
救
助
が
出
来
る

よ
う
訓
練
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
大
洲
市
で
も
機
能
別
消
防
団

員
制
度
の
導
入
な
ど
、
団
員
の
確
保
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
入
団
し
た
団
員
た
ち
は
、
厳

し
い
訓
練
や
研
修
な
ど
に
参
加
し
、
自

己
研
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
若
い
力
が
地
域
防

災
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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平成28年度　土砂災害防止に関する作品コンクール表彰
　国土交通省と愛媛県では、小中学生のみなさんに土砂災害防止についての理解と関心を深めてもらうため、
毎年「土砂災害防止に関する作品コンクール」を開催しています。平成28年度のコンクールでは、大洲市か
ら小学生・絵画部門で 2 人が表彰されました。
※学年は、作品作成時のものです。

強
い
体
と
心
を
つ
く
る

　

社
団
法
人
極
真
会
館
大
洲
警
察
署
空

手
教
室
主
催
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
非
行
防
止
を
目
的
と
し
た
第
19
回
大

洲
少
年
空
手
道
大
会
が
３
月
12
日
㈰
、

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
接
打
撃
に
よ
る
「
組
手
の
部
」
の

ほ
か
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
正
式
種
目
と
な
る
「
型
の
部
」
が

新
た
に
設
け
ら
れ
た
今
大
会
に
は
、
県

内
外
よ
り
３
２
２
人
の
小
・
中
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

各
選
手
は
日
ご
ろ
培
っ
た
鍛
錬
の
成

果
を
競
い
合
い
、
会
場
に
は
家
族
や
仲

間
か
ら
の
掛
け
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。気

持
ち
ひ
と
つ
に
熱
い
声
援

　

第
89
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出
場

し
た
帝
京
第
五
高
等
学
校
の
初
戦
を
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
応
援
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
３
月
23
日
㈭
、

リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
応
援
の
力
を
甲
子
園
に
届
け

よ
う
と
、
会
場
に
は
約
３
５
０
人
が
集

ま
り
、
横
断
幕
や
メ
ガ
ホ
ン
で
力
強
く

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
昨
年
夏
の
優
勝
校
の
作
新
学

院
（
栃
木
）
相
手
に
１
対
９
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
の
懸
命
な
プ
レ
ー

に
、
最
後
ま
で
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

国土交通大臣賞

小　泉　夏
か

　帆
ほ

さん
（粟津小学校 6 年）

　夏休みに先生からアドバイスを受けながら、屋根が崩れて
いる家の様子を表現しました。描いているときは大変だった
けれど、頑張ってよかったです。

愛媛県砂防協会会長賞

吉　田　藍
あ

　咲
さき

さん
（平小学校 4 年）

　初めて描いたポスターで賞をいただいて、とてもうれしい
です。家と土砂崩れを描くのが難しかったけれど、頑張って
描きました。
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世界最大級の審査会で栄誉
　東京ドームで 2 月に開催された「世界らん展日
本大賞2017」において、国内外から集まった約
1,000作品の中から、日本エビネ園（須沢）の水口
春
はる

樹
き

さんが「島
しま

紫
し

香
こう

」という品種のエビネで個別
部門奨励賞に輝いたほか、 3 部門で合計 5 つの賞
を受賞しました。
　水口さんは「花の咲き具合などで不安もあった
が、これほど多くの賞をいただいたのは初めて。
とてもうれしい」と喜びを語りました。

オリジナル切手で観光ＰＲ
　うかいの観光事業化60周年を記念したオリジナ
ルフレーム切手発売に伴い、日本郵便株式会社四
国支社による切手シート贈呈式が 3 月 2 日㈭、市
役所で開かれました。
　與

よ

三
そ

川
かわ

昌
まさ

信
のぶ

郵便・物流営業部長から切手を受け
取った清水市長は「大洲の案内切手になっている。
観光ＰＲにぜひ活用したい」と話しました。切手
には、長浜大橋や臥龍山荘など、市内の観光名所
10カ所の写真が使われています。

長
浜
大
橋
が
演
歌
に
　
た
き
の
え
い
じ
さ
ん
作
詞

清水市長にＣＤを手渡す塩乃さん

「赤い橋」を歌う塩乃華織さん

作詞・作曲家たきのえいじさん

　

市
民
の
歌
「
１
０
０
年
後
僕
ら
は
…

大
洲
よ
り
」
の
制
作
に
携
わ
り
、「
大

洲
市
き
ら
め
き
大
使
」
と
し
て
も
活
躍

中
の
市
出
身
の
作
詞
・
作
曲
家
た
き
の

え
い
じ
さ
ん
。
こ
の
た
び
、
た
き
の
さ

ん
が
長
浜
大
橋
（
通
称
・
赤
橋
）
を
舞

台
に
作
詞
を
手
掛
け
た
演
歌「
赤
い
橋
」

が
発
売
さ
れ
、
曲
を
歌
う
演
歌
歌
手
の

塩し
お

乃の

華か

織お
り

さ
ん
が
３
月
15
日
㈬
、
Ｐ
Ｒ

の
た
め
市
役
所
を
お
と
ず
れ
ま
し
た
。

　
「
赤
い
橋
」
は
、
夢
を
追
っ
て
大
洲

を
出
発
す
る
男
性
を
、
別
れ
を
決
意
し

な
が
ら
見
送
る
女
性
の
心
情
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
歌
に
は「
霧
」「
肱
川
」「
う

か
い
舟
」
な
ど
が
登
場
し
、
た
き
の
さ

ん
の
故
郷
へ
の
強
い
思
い
が
歌
詞
に
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
ら
約
１
０
０
人
が
集
ま
っ
た
市

役
所
大
ホ
ー
ル
で
、
赤
橋
と
霧
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
着
物
で
新
曲
を
披
露
し
た
塩

乃
さ
ん
は
「
実
際
に
長
浜
大
橋
を
見
て

感
動
し
た
。
み
な
さ
ん
と
の
縁
に
感
謝

し
な
が
ら
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
は
伍
代
夏な
つ

子こ

さ
ん
の

「
肱
川
あ
ら
し
」
が
発
売
さ
れ
た
ば
か

り
で
す
が
、
全
く
の
偶
然
で
、
業
界
で

も
珍
し
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
清
水
市

長
は
「
貴
重
な
財
産
で
あ
る
長
浜
大
橋

が
、
情
緒
あ
る
自
然
現
象
と
と
も
に
、

日
本
全
国
に
知
れ
渡
る
よ
う
応
援
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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みんなに届け　春の歌声
　大洲少年少女合唱団による第22回定期演奏会が
3 月18日㈯、市民会館で開催されました。
　毎年恒例の演奏会では、団員21人により日ごろ
の練習の成果が披露されたほか、大洲農業高等学
校生徒による合唱アンサンブルや、来場者と団員
が一緒に歌うコラボレーションもありました。一
年間の活動の集大成としてふさわしいステージと
なった会場は、終始和やかな雰囲気に包まれてい
ました。

菜の花畑で「だんだん肱川」
　肱川流域会議水中めがね主催の菜の花を楽しむ
イベント「だんだん肱川」が 3 月18日㈯、五郎畑
の前橋下の河川敷で開催されました。
　肱川に感謝の気持ちを込めて、参加者全員で乾
杯したほか、大洲農業高等学校生徒による餅つき
や加工品販売がありました。
　また、高所作業車から菜の花畑が見られるブー
スには、順番待ちの列ができていました。晴れわ
たる空の下、約1,500人の来場者は穏やかな春の一
日を過ごしました。

昔遊びで世代間交流
　「あかれんが感謝祭」と「ポコペンまつり」が 3
月19日㈰、おおず赤煉

れん

瓦
が

館とポコペン横丁でそれ
ぞれ開催されました。
　ポコペンまつりでは、恒例の昔遊び選手権グラ
ンドチャンピオン大会が開かれました。ベーゴマ
の部では、子どもから大人までの参加者が「ちっ
ちのち」の掛け声で勢いよくこまを回し、ヤスリ
などで入念に手入れした自慢のベーゴマを競い合
わせていました。

初代肱川橋に触れて
　取り壊し工事が進められている肱川橋で、大正
2 年に完成した当時のれんが造りの橋脚公開イベ
ントが 3 月 5 日㈰、肱北河原で開催されました。
　改修を重ねて橋脚を覆っていたコンクリートが
丁寧にはがされ、約100年前の姿がよみがえりまし
た。見学者は当時のパネル写真と見比べながら、
実際にれんがに触れて記念撮影するなど、その歴
史を肌で感じていました。
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